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1
設計者選定
（プロポーザル方式）

準備プロポーザル 決定

2
基本設計・実施設計
（特別教室棟・第2体育館新築）

基本設計（6ヶ月） 実施設計（5ヶ月） 積算 調整

3
調査・設計
　（1号館解体工事）

調査・設計 積算調整

4
建築確認申請
その他申請

建築確認申請等

5 工事業者選定 現説積算 決定

6 特別教室棟新築 準備 約12ヶ月 建物完成

7 1号館解体工事 準備 1号館解体

8 引越し

引越し 引越し

準備 約13ヶ月 建物完成

10

備　　考

附設第2体育館,特別教室棟新築工事　事業計画スケジュール（案）

令和4年8月1日作成

項　　　目

2027年度
（令和9年度）

2028年度
（令和10年度）

9 第2体育館新築工事

2022年度
（令和4年度）

2023年度
（令和5年度）

2024年度
（令和6年度）

2025年度
（令和7年度）

2026年度
（令和8年度）

構想・基本計画

wat
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鳥瞰パース P.01

鳥瞰パース鳥瞰パース

鳥瞰パース

伝統の継承と、新空間の融合
伝統を継承し未来へ羽ばたく「新しい附設のシンボル」の創設

附設のもつ伝統を継承しつつ、第 2体育館・特別教室

棟を新たな学び舎として、現校舎と触合させることで、

時代にふさわい新たなキャンパスを創設します。

時代にふさわしい新キャンパスの創設

N

wat
長方形

wat
テキストボックス
2 　



配置図 P.02

配置図配置図

1：駐輪場の移設及び駐車場の解体イメージ

2：新設特別教室棟の建設・完成後引っ越しイメージ

3：旧特別教室棟の解体  整地イメージ

4：新設体育館の建設・外構工事  完成イメージ

搬入などの特定の車両の動線

凡例
人

車

体育館棟

スクエアプラザ

憩の森

太陽光パネル

屋外機置き場

特別教室棟

既存棟

グラウンド

スクエアプラザを中心とした計画イメージ

敷地全体配置イメージ

伝統の継承と、新空間の融合による新キャンパスの創設 生徒たちの学校生活に配慮した施工計画

  ● 校舎棟の玄関ホールは附設の伝統を象徴する空間の
ひとつであることにより、これを活かした建物計画とし
ます。

  ● そのため玄関ホール壁面線を意識した建物のボリュー
ム とします。

伝統の象徴として校舎棟玄関ホールを継承   ● 校舎棟での授業を継続しながらの移行計画であることよ
り、学校生活の安全性や授業の継続に配慮した移行計画
を実践します。

空間と機能の融合のためスクエアプラザの新設 

合理的な動線計画が生む機能の融合

  ● キャンパスの空間と機能の融合のため、既設校舎棟・特
別教室棟・第2体育館の中心にスクエアプラザを新設しま
す。

  ● 新たに設けるスクエ
アプラザは、配置
的にも、視覚的に
も、 すべての施設の
中心で、この整備に
より学校全体の景観
をより印象的な佇ま
いとします。

  ● 大勢の移動が伴う第 2 体育館へのアプローチは、校舎
棟になるべく近い部分で渡り廊下を設けて、特別教室
棟の機能を活かす計画とします。

  ● 創作ピロティは吹抜けとし、特別教室棟の内部動線から
活動が感じられる計画とします。

スクエアプラザによる新たな顔づくり
  ● 第2体育館のエントランス広場となるスクエアプラザは
空 間としての新たな顔として整備します。

  ● 第2体育館にスクエアプラザから直接アプローチできる
玄関を設け、式典などの来客様にもわかりやすい動線を
提供 します。

配置移行計画
1：駐輪場の移設及び駐車場の解体　　　　    3：旧特別教室棟の解体  整地
2：新設特別教室棟の建設・完成後引っ越し　4：新設体育館の建設・外構工事  完成

S＝1:600
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合計面積
6543.4 ㎡

平面図 P.03

平面図平面図
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会議室等

スクエアプラザを中心にした既存施設との融合

大教室・研究室等

大教室・各教室等

大教室・技術室等

特別教室棟 第 2体育館

教官室・部室等

スクエアプラザ

メインアリーナ等

探求室・ダンスエリア等

部室等

高低差のある敷地形状を活かした平面計画
  ●特別教室棟は既存A棟と同じ地盤レベルとします。
  ●第2体育館は、高低差のある敷地形状を活かし、３つのレベルからアプローチ
できる計画とします。

  ●第一のレベルはグラウンドと同じレベルとし、体育館の一階に部室などを配置
します。

  ●第二のレベルはスクエアプラザと同じレベルとし、広いピロティ（2）を計画と
します。

  ●第三のレベルは特別教室1階と同じレベルとし、生徒の利用がメインの玄関
ホール 計画とします。

  ●校門から来訪された方は、ゆったりしたスロープを上っていただき、スクエア
プラザをへて、ピロティ（2）から第2体育館にアプローチできる計画とします。

体育館の圧迫感を軽減する平面計画
  ●第2体育館のピロティ（2）に卓球場、ダンスエリアを計画することで、アリーナ
フロアの平面的なボリュームを削減し、コストダウンを図ります。

  ●また特別教室棟の採光等に配慮して、第2体育館の屋根をドーム状にし、軒高を
低くしつつ必要な天井高さを確保することが可能な計画とします。

  ●安定した自然採光を北側から確保するなど、省エネにも配慮して東西軸の建物
として計画します。さらに、Zeb Readyの取得を目指します。

日常の動線に優しい計画
  ● 第2体育館3階と特別教室棟1階は同じフロアでピロティ（3）を介して接続し、
連絡通路を使わなくても雨に濡れずに往来を可能とします。

外部での作業を要する授業を念頭においた平面計画
  ● 特別教室棟の１階には外部作業を伴う教科をまとめて計画し、作業スペースと
してピロティ（3）を設けます。

  ● ピロティ（3）は吹抜けとし、「見える、見られる」の関係を作ることにより、学校
生活の中での生徒活動が感じられる計画といたします。垂直動線説明イメージ スクエアプラザを中心とした新旧建物の融合イメージ

スクエアプラザを中心に伝統と新空間の融合を生むキャンパス

945.5 ㎡ 739.7 ㎡1,141.0 ㎡2,685.5 ㎡863.3 ㎡168.4 ㎡S＝1:1200

N

凡例
階段動線
エレベータ動線
入 口
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外観パース P.09

外観パース外観パース

北東側外観イメージ
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外観パース P.10

外観パース外観パース

スクエアプラザからの外観イメージ

グランドからの外観イメージ
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体育館立面図 01 P.11

体育館立面図 01体育館立面図 01

各ピロティとグラウンドをつなぐ屋外階段イメージ

北東側外観イメージ

リズムのある印象を持った
簡易な庇で階段の雨掛り
を防ぎます。

スクエアプラザからアプローチが
直感的にわかるピロティ（2）

ピロティ（2）

ピロティ（1）

外壁仕上は吹き付け
タイルを提案鋼板屋根

アルミサッシ

クールダウンスペース

特別教室棟・北側立面図
東側立面図

北側立面図

キープラン
既存の意匠を継承した外観

正門アプローチから望んだ体育館グラウンドとの連携を可能とします。

グラウンド

ピロティ（3）

ピロティ（2） ピロティ（1）

グラウンド
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P.12体育館立面図 02

体育館立面図 02体育館立面図 02

北側外観イメージ

大屋根のメンテナンスアプローチイメージ

渡り廊下

西側は終日日射量流入を小さくするため
開口の少ない立面

階段の直上に専用階段を設けることで通常の
点検の際の危険を減少させます。

管理扉とササラ面の壁で乗り
越えて侵入できない安全管理
を行います。

体育館大屋根用のメンテナンスアプローチ階段

屋外階段ピロティ（1）

屋外通路

玄関

16.93

西側立面図

南側立面図

特別教室棟・南側立面図

キープラン

アリーナ
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